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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 

 

開催日時 令和 2年 1月 20日（月）18:00 ～ 19:16 

会  場 観光情報センターぽっぽ 

自治会名 本町第 1自治会、本町第 2自治会、本町アカシア自治会、本町はまなす自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、木村農林水産部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、 

柴田企画課長、村岡企画課主幹 14人 

【自治会側】 

12人（男性 9人、女性 3人）のほか町議会議員 1人、報道 1人 

 

≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 柴田企画課長 18:00～ 

自治会長挨拶 本町第 2自治会長 

 皆さん、お晩でございます。 

今日は年１回のまちづくり懇談会で忌憚のないご意見をお願いしたいと思いま

す。 

平素より町長をはじめ町職員の方々には、行政並びに町民の代わりにご尽力い

ただきましてありがとうございます。 

昨年、消費税率が上がりまして、経済的にも大変になると思いますが、皆さん

にご尽力をいただきまして、町民が幸せに暮らせるようによろしくお願いします。 

今日はよろしくお願いします。 

町長挨拶 大野町長 

 お晩でございます。 

 年に１度ということでお集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

 今年の正月に家の中から外を見ていると春が来ているのかという日差しで、外

に出ると風が冷たいのですが、今朝少し雪も降りましたけれどもすぐに溶けてし

まいました。こういう年はもしかしたら災害が来るのかという気がしないわけで

もありません。当町は、決して災害に強い町ではないものですから、皆さまに支

えられながら役場としてもできる限りのことをしながら対応していきたいと思い

ます。 

 今日は私どもから 3 点の説明がありますけれども、その他に懇談テーマもいた

だいていますので、ざっくばらんにご意見を聞かせていただきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

職員紹介 柴田企画課長 
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資料説明 
坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

質  疑 

自治会長 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

 歌笛診療所が今年か来年に無くなると三石地区の町民から聞いている。いつ歌

笛診療所が無くなるのか、三石国保病院が外来だけになるのか、年度だけでも聞

かせていただきたい。経費がたくさんかかっていることはわかるが、町民は不安

である。 

 

 先ほど説明させていただいた介護施設と病院については、決定したものではご

ざいません。我々は町の考え方として方向を示させてお話しさせていただいたの

で、実施するにしても相当たくさんの課題が伴います。その課題を解決して最終

的に廃止などをするのかということでございます。今後皆さんの意見をお聞きし

ながら最終的に実行計画を策定させていただきますが、その中で時期もお示しし

たいと思っていますし、実際に廃止などをするということもその計画で決定する

と考えています。三石国保病院は、病院を無くす考えはなく、入院の部分だけを

廃止させていただき、外来の機能を他の診療科目を含めて充実させることを考え

ています。歌笛診療所は、基本的には廃止という考え方を持っています。現在、

歌笛診療所は、初診を受けない体制になっておりまして、三石国保病院を受診し

た方が予約制で 2週間後に受診する仕組みになっており、2週間に一度しか開設し

ていない状況です。それが地域の病院にとってプラスになるかということもあり

ますので、それらを含めてもう一度皆さんに意見を聞いて最終的な決定をしてい

きたいと考えております。来年、再来年に廃止ということは考えていません。 

 

何年も先延ばしすると赤字が増えるのではないか。早く議会と協議して進めて

ほしい。町立静内病院は赤字だということは町民もわかっている。先延ばしする

と取り返しのつかない借金になるのではないかと心配している。人件費を減らし

て赤字を解消していく構想でやらないと新ひだか町が無くなる。よく考えてほし

い。 

 

 できる限り早期に決定したいと思うが、今後、医療と介護は確実に確保してい

かなければならない部分だと思いますので、単純にやめることは難しいと思って

います。それ以外にも町全体として他のもので削減できるものがあるのであれば、

それらも含めて検討させていただきたい。時間をかけることはしませんので、で

きるだけ早い時期に答えを出させていただく考えです。 

 

 使用料・手数料の見直しについて、サークルが 1 回 200 円だったものがいつか

ら 1回 500円になったのか。更に見直しをかけるのか。 
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本庄副町長 

 

 

自治会長 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 1回 500円は変更ありませんが、冬期間は暖房料がかかっていますので、その分

はいただきたいと考えています。 

 時間の区分は、例えば会議等で 11 時から 14 時まで借りたい場合は、これまで

午前の区分と午後の区分の料金をいただいていましたが、時間単位にすることに

よって借りやすくするため、これまでの午前・午後・夜間の単位を時間単位にし

て使いやすいものにしたいというものです。 

 

 サークル活動の 500 円は変えていないです。冬場は暖房を入れるため、暖房料

を別途徴収させていただきたいというお願いです。使い方に変更はありません。 

 

4年ごとに見直しをかけるのか。 

 

 施設を使うことや役務の提供は、受益者負担が原則です。実際にかかった経費

を基に算出しています。急激に上昇するものは、その料金にすることは難しいた

め、政策的に一定の割合で抑えています。 

また、定期的に見直しを行わないと大幅に料金が変わってしまうため、町長や

議員の任期中に１回は見直しを行うことで考えています。 

 

使用料で上限額の 1.2倍についても 4年ごとに見直しを行うのか。 

 

当初、町では、既存の料金が千円以上と以下に分けて考え、千円以下のものは

1.3倍も考えましたが 1.2倍で改定させていただきます。 

4年後は、この 4年間で算定し直して、改めて町民の皆さんにも説明しながら進

めたい。 

懇談希望テーマ 

 

自治会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

①静内産業裏の土盛りについて 

②河川の草刈りについて 

昨年の台風の時に苫小牧市や浦河町で被害があり、幸い新ひだか町は被害が少なか

ったが、古川の静内産業の裏に水が出たときに 30センチメートル程度の土のうを積ん

でいただき助かった。しかし、数週間後に土のうが片付けられていた。また雨が降っ

たら古川が増水するのではないかと思う。再度土のうを積まないと心配だ。一度実施

したらそれで済むのでないかと思う。 

 昨年要望した本町の川の草についてお願いしていたが、草刈りをしていただいたの

は大変嬉しいが、時期が 10月頃だったと思う。以前水が出た場所や昔は牧草畑だった

ところは土地が低いために水がたまり冠水する場所があるため、雨の時期になる前に

草刈りをお願いしたい。 

 

 旧真沼津川の草刈りについて、一昨年の自治会要望にもありまして、町で発注する

準備をする中で、業者が決まらなくて着手が遅れたことは申し訳なく思っています。

今年の反省を踏まえて、来年は雨の時期の前に一回目の草刈りを実施し、お盆前後に

二回目を実施することで計画しています。自治会でお手伝いをしていただきましてあ

りがとうございました。 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

大野町長 

 2 点目に静内産業裏の土のうが撤去された件については古川を管理している北海道

が雨に時期を見計らって 8 月に土のうを積み、10 月頃に撤去しました。1 年以上置き

っぱなしにすると路面の水はけが悪くなり凍ってしまったりするため撤去させてもら

いました。今年も雨の時期がきたら北海道において同様に設置する約束をしています。

ただし、地域で希望があれば、町も北海道と協議しながら年中置くことで対応が可能

だと思っています。 

 

 その他に川が増水したら静宝中通りで下水道の臭いがする。桜の時期になれば観光

客もくるので何とかならないか。 

 

 コンクリート蓋の側溝があるが、清掃を年１回汚れているところを実施しているが、

静宝通りには鉄のすきまがあるものから臭いが上がってくるのかもしれませんが、状

況を見ながら清掃する計画を立てていますのでご理解願います。 

 

③駅の跡について 

 駅も列車が通らなくなり、人が集まるところが無くなっているため、道の駅な

ど人が集まるような施設が駅の近くにあると良いと思う。 

 

 この町に限ったことではないですが、時代に合わせたものができるかどうかだ

と思います。一人でできなくても仲間と一緒にできないかなど考えることも必要

だと思います。当町では、まちゼミというものも実施されていますが、商売につ

ながるかということは別にして、交流することが近い将来に違う動きになってく

るのではないかと思います。新たな取り組みなどができてきているので、その芽

を大きくしていければ良いと思います。 

意見交換 

自治会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

自治会長 

 

 

 本町はまなす自治会は世帯数が 72戸である。公営住宅使用料は収入に応じて決

定されているが、廊下の電気料などの共益費は 1 か月当たり１戸当たり 1,000 円

である。当初は、町で共益費の徴収や決算を行っていたが、現在は自治会の 4 人

で行っており、町では年間１人につき 4万円、合計 16万円を支払っている。共益

費を支払わない人もいるため徴収員のなり手がいなく自治会で苦労している。そ

のため自治会としてはこの業務を町で実施してほしい。電球交換などのために 1

人だけ委託し 3人を削ることでどうか。町の予算を年間 12万円と自治会への交付

金 19万 7,800円が削減できる。 

また、共益費を住宅料と一緒に徴収してもらえないか。駐車場の料金は町で徴

収しているため、4月から同じようにしてほしい。 

 

 高層の公営住宅は、町で管理人を定めて少ない手当ではありますがお願いしていま

す。他の団地でも同様に実施しているため、持ち帰って検討し、改めて説明させてい

ただきたいと思います。 

 

 本町の道路が完成して喜ばしいと思っている。しかし、通行する車がスピードを出

して走っている。2年前から速度制限の看板がないため 40キロメートルに制限にして
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米田住民福祉部長 
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本庄副町長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

木村農林水産部長 

 

自治会長 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

 

 

ほしいとお願いしている。また、目が不自由な方のために点字が付いており、低い縁

石になっているため、昨年から事故が起きないうちに横断歩道の設置を要望していま

すので検討をお願いしたい。 

 

 横断歩道については、生活環境課で担当していますので、確認して後日伺いたいと

思います。 

 

 その道路の木が邪魔になっていて、駐車場から出る際に見づらい。低く切るか、抜

いてほしい。 

 

 速度制限の件と街路樹の件と横断歩道の件については、職員を現地に行かせますの

でお待ちいただきたい。 

 

 ＪＲ日高線について、2月頃に町民から意見を聞くことを考えていると思うが、その

時期とどのように進めていくのかお知らせいただきたい。 

 

 11 月にＪＲ日高線全線をバス転換にする方向で、正式にＪＲ北海道と協議に入るこ

とを新聞報道等でお聞きになっていると思いますが、それに向けて具体的にＪＲ北海

道にどういうことを求めて行くのかを整理しています。また、町として考えているこ

とを町議会議員の皆さんからご意見をお受けして、2月中に協議の素案を作成し、その

後静内地区と三石地区の 2 会場を設けて、その内容を町民の皆さんにお話しして要望

をいただきたいと考えています。最終的には町長が決断してＪＲ北海道との協議に臨

むことになります。また、3月上旬にはＪＲ北海道との正式協議を行い。3月町を目途

に一定の結論を出していくことで進めています。我々が望んだことが全て了承されれ

ば合意となりますが、そう行かないことが多いと思います。そこでどう折り合いを付

けていく協議期間が必要になると思います。 

 

 西川の養豚場へ行く道路が舗装になったが、農業関係の道路か。 

 

 場所がわからないので、後日確認して連絡します。 

 

 バス転換になった際に静内地区のバス停はどのようになるか。 

 

 具体的には決定していませんが、長距離路線は多くのバス停に停車すると到着時間

が遅くなるため、場所を絞りたいと考えています。一方、地域内を移動する路線は現

状のバス停を維持しながら利用しやすい路線を組むことで進めています。町でバスの

停車する場所として考えている場所は、静内駅はバスターミナルとして存続すること

で議会と協議しています。三石地区でもターミナルを設けて路線ごとに考えていかな

ければなりません。また、管内 7 町あるため、当町だけ多く設定することもできない

ため、他町と協議を行いたい。 

閉会挨拶 大野町長 

 ありがとうございました。 
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 今回のまちづくり懇談会では、病院と介護の件について、そんなに時間がある

のか、早くやってほしいというご意見がありました。利用されている方などいろ

いろな方がおりますので、丁寧に説明しながら今よりも良くなるような方法を模

索していきたいと思います。あまり時間を置きますと本体がぐらついてきますの

で、4月 1日から全面的に実施するということではありませんので、形ができまし

たら皆さんにお知らせしますし、調整しながら進めてまいりたいと思います。 

 本日はありがとうございました。 

閉  会 19:16  終了 

 


